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■一般会計・特別会計構成比（３月末現在）
会　計　名 予算現額 構成比

一 般 会 計 75億5,255万6千円 53.88%

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 22億6,005万円 16.12%
老 人 保 健 特 別 会 計 19億5,051万1千円 13.91%
介護保険事業特別会計 14億855万1千円 10.05%
公共下水道事業特別会計 5億9,755万9千円 4.26%

水 道 事 業 会 計 2億4,963万6千円 1.78%
合　　　計 140億1,886万3千円 100.00%

▲持留小学校改築工事

■財産の状況（３月末現在）
基 金 現 在 高 23億4,047万4千円
土 地 4,795,436.74㎡
建 物 83,973.05㎡

一 時 借 入 金 3億円

■地方債残高（３月末現在）
区 分 一 般 会 計
件 数 249件
現 在 高 75億8,795万2千円

■住民負担の状況（３月末現在）
区 分 町　税 保険税
１ 人 当 た り 79,078円 58,071円
１ 戸 当 た り 175,115円 101,780円

▲天子橋災害復旧工事

平成19年度　老人保健特別会計
　平成19年度老人保健特別会計（医療事業）の収支状況は，下表のとおりです。なお，月平均の療養給付費は，
1億5,485万9千円でした。
収　入 （単位：円）

区　　　分 予算現額 上半期収入済額 下半期収入済額 19年度収入済額 収入率(％）
支 払 基 金 交 付 金 9億4,762万4千 3億8,462万3千 5億6,668万9千 9億5,131万2千 100.39
国 庫 支 出 金 6億2,602万 2億9,881万6千 3億2,886万8千 6億2,768万4千 100.27
県 支 出 金 1億5,517万7千 6,549万6千 8,880万6千 1億5,430万2千 99.44
そ の 他 の 収 入 2億2,169万 6,128万7千 1億3,040万1千 1億9,168万8千 86.47

合　　　計 19億5,051万1千 8億1,022万2千 11億1,476万4千 19億2,498万6千 98.69

支　出 （単位：円）

区　　　分 予算現額 上半期支出済額 下半期支出済額 19年度支出済額 支出率(％）
医 療 給 付 費 18億8,583万1千 7億8,213万5千 10億7,617万5千 18億5,830万9千 98.54
医 療 支 給 費 2,169万9千 1,036万1千 1,113万8千 2,150万 99.08
そ の 他 の 支 出 4,278万3千 317万8千 3,945万8千 4,263万6千 99.66
予 備 費 19万8千 0 0 0 0.00

合　　　計 19億5,051万1千 7億9,567万4千 11億2,677万1千 19億2,244万5千 98.56
※収入率・支出率は，小数点第３位を四捨五入しています。
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平成19年度　国民健康保険事業特別会計
　平成19年度国民健康保険事業特別会計の収支状況は，下表のとおりです。なお，月平均の療養給付費は，
1億655万8千円でした。
収　入 （単位：円）

区　　　分 予算現額 上半期収入済額 下半期収入済額 19年度収入済額 収入率(％）
保 険 税 4億5,586万 2億3,248万7千 2億2,511万5千 4億5,760万3千 100.38
国 庫 支 出 金 7億5,514万 2億1,131万1千 5億5,442万1千 7億6,573万2千 101.40
県 支 出 金 1億1,262万 448万5千 1億1,677万7千 1億2,126万2千 107.67
療養給付費交付金 3億5,231万5千 1億6,955万2千 1億8,912万8千 3億5,868万 101.81
共 同 事 業 交 付 金 2億6,719万8千 9,685万2千 1億7,034万6千 2億6,719万8千 100.00
繰 入 金 2億4,971万8千 8,000万 1億5,971万9千 2億3,971万9千 96.00
繰 越 金 6,493万9千 6,493万9千 0 6,493万9千 100.00
そ の 他 の 収 入 226万 233万3千 113万8千 347万1千 153.61

合　　　計 22億6,005万 8億6,196万1千 14億1,664万5千 22億7,860万7千 100.82
支　出 （単位：円）

区　　　分 予算現額 上半期支出済額 下半期支出済額 19年度支出済額 支出率(％）
総 務 費 1,365万 980万5千 350万3千 1,330万9千 97.51
療 養 給 付 額 12億8,300万 5億3,218万8千 7億4,651万6千 12億7,870万4千 99.67
療 養 費 899万4千 464万 413万8千 877万8千 97.61
高 額 療 養 費 1億4,500万 6,891万8千 7,476万9千 1億4,368万7千 99.10
移 送 費 11万5千 6万5千 0 6万5千 56.84
葬 祭 諸 費 330万 174万 126万 300万 90.91
出 産 育 児 諸 費 980万 630万 350万 980万 100.00
審 査 支 払 手 数 料 528万6千 259万8千 262万4千 522万3千 98.82
老 人 保 健 拠 出 金 3億3,533万2千 1億3,972万3千 1億9,560万8千 3億3,533万1千 100.00
介 護 納 付 金 1億1,397万4千 4,749万4千 6,647万9千 1億1,397万3千 100.00
共 同 事 業 拠 出 金 3億1,046万1千 1億2,990万 1億8,052万2千 3億1,042万2千 99.99
保 健 事 業 費 980万3千 222万3千 724万4千 946万8千 96.59
公 債 費 15万 0 13万7千 13万7千 91.62
そ の 他 の 支 出 1,600万9千 306万2千 1,270万4千 1,576万6千 98.49
予 備 費 517万5千 0 0 0 0.00

合　　　計 22億6,005万 9億4,866万2千 12億9,900万8千 22億4,767万 99.45
※収入率・支出率は，小数点第３位を四捨五入しています。

平成19年度　介護保険事業特別会計
　平成19年度介護保険事業特別会計の収支状況は，下表のとおりです。なお，月平均の保険給付費は，
9,879万7千円でした。
収　入 （単位：円）

区　　　分 予 算 現 額 上半期収入済額 下半期収入済額 19年度収入済額 収入率(％）
保 険 料 2億962万6千 1億369万2千 1億1,222万5千 2億1,591万7千 103.00
国 庫 支 出 金 3億2,504万7千 1億8,345万3千 1億6,493万 3億4,838万3千 107.18
支 払 基 金 交 付 金 3億6,352万9千 1億7,838万4千 1億8,651万5千 3億6,489万9千 100.38
県 支 出 金 2億401万2千 8,723万2千 1億1,677万4千 2億400万7千 100.00
繰 入 金 1億7,394万5千 0 1億5,159万5千 1億5,159万5千 87.15
繰 越 金 1億3,225万5千 1億3,225万5千 0 1億3,225万5千 100.00
そ の 他 の 収 入 13万7千 13万 23万8千 36万8千 268.64

合　　　計 14億855万1千 6億8,514万6千 7億3,227万7千 14億1,742万4千 100.63
支　出 （単位：円）

区　　　分 予 算 現 額 上半期支出済額 下半期支出済額 19年度支出済額 支出率(％）
総 務 費 45万5千 18万6千 18万6千 37万2千 81.81
保 険 給 付 費 13億3,056万 4億9,091万3千 6億9,465万2千 11億8,556万6千 89.10
地 域 支 援 事 業 費 1,561万2千 1,432万3千 90万6千 1,522万9千 97.54
財政安定化基金拠出金 981万9千 0 981万8千 981万8千 99.99
諸 支 出 金 5,121万2千 1,824万3千 3,174万8千 4,999万1千 97.62
そ の 他 の 支 出 89万3千 0 0 0 0.00

合　　　計 14億855万1千 5億2,366万5千 7億3,731万 12億6097万6千 89.52
※収入率・支出率は，小数点第３位を四捨五入しています。
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収　入 （単位：円）

区　　　分 予算現額 上半期収入済額 下半期収入済額 19年度収入済額 収入率(％）
分担金及び負担金 1,700万 1,322万6千 440万3千 1,762万9千 103.70
使用料及び手数料 2,753万8千 1,307万5千 1,461万9千 2,769万4千 100.57
国 庫 支 出 金 1億9,530万 0 1億7,880万 1億7,880万 91.55
繰 入 金 1億636万7千 1億 636万7千 1億636万7千 100.00
繰 越 金 208万7千 208万7千 0 208万7千 100.00
諸 収 入 946万7千 427万5千 520万9千 948万4千 100.18
町 債 2億3,980万 0 2億2,630万 2億2,630万 94.37

合　　　計 5億9,755万9千 1億3,266万3千 4億3,569万8千 5億6,836万1千 95.11

支　出 （単位：円）

区　　　分 予算現額 上半期支出済額 下半期支出済額 19年度支出済額 支出率(％）
下 水 道 総 務 費 3,526万 1,891万1千 1,588万7千 3,479万8千 98.69
維 持 管 理 費 1,801万2千 399万 1,341万 1,740万 96.60
下 水 道 整 備 費 4億1,050万4千 4,586万１千 3億3,433万 3億8,019万1千 92.62
公 債 費 1億3,323万3千 5,214万2千 8,090万6千 1億3,304万8千 99.86
予 備 費 55万 0 0 0 0.00

合　　　計 5億9,755万9千 1億2,090万4千 4億3,453万3千 5億6,543万7千 94.62
※収入率・支出率は，小数点第３位を四捨五入しています。

平成19年度　公共下水道事業特別会計

平成19年度　水道事業会計
水道事業会計　H19（税込み） （単位：円）

区　分 予算額 収支額 執行率(％） 給水収益　2億4,187万4千円(税込み）

収益的収支
事 業 収 益 2億4,963万6千 2億5,309万9千 101.39
事 業 費 用 2億3,250万2千 2億2,090万7千 95.01

資本的収支
資本的収入 410万 364万3千 88.85
資本的支出 1億2,593万1千 1億2,140万2千 96.40

水道事業会計　H18（税込み） （単位：円）

区　分 予算額 収支額 執行率(％） 給水収益　2億4,409万円(税込み）

収益的収支
事 業 収 益 2億5,424万2千 2億5,697万 101.07
事 業 費 用 2億3,496万1千 2億2,629万4千 96.31

資本的収支
資本的収入 310万 445万 143.55
資本的支出 1億1,965万1千 1億1,519万3千 96.27

　水道事業会計の状況を見ると，水道事業収益は，2億5,309万9,438円（昨年
度同期2億5,697万46円）で水道事業費用は2億2,090万6,757円（昨年度同期2億
2,629万4,596円）となっています。
　事業収益のうち給水収益は2億4,187万3,940円（昨年度同期2億4,409万260円）
で営業収益の99.36％を占めており，昨年度同期と比べ221万6,320円（0.9％）
減となっています。
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キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
大
崎
町
青
少
年
活
動

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
町
内
の
小
学
生
を
対

象
に
毎
月
１
回
、
土
曜
日
を
基
本
に
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
地
域
の
人
材
を
講
師
と
し
て
、

青
少
年
の
育
成
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

〈
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
〉

　

５
月
10
日
㈯
、
野
方
小
学
校
で
曽
於
地
区
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
の
中
山
美
幸
さ
ん

を
講
師
に
約
40
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
だ
け
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

ロ
ケ
ッ
ト
が
で
き
あ
が
る
こ
ろ
に
は
天
気
も
回

復
し
、
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
飛
ぶ
も

の
は
50
ｍ
を
越
え
る
ロ
ケ
ッ
ト
も
あ
り
、
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

〈
き
ゃ
ん
ぴ
ん
グ
ー
！
〉

　

５
月
31
日
か
ら
６
月
１
日
に
、
く
に
の

松
原
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
小
学
生
・
高
校
生

ク
ラ
ブ
・
青
年
団
の
参
加
に
よ
る
キ
ャ
ン

プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
設
営
に
始
ま
り
、
広
報
お
お
さ

き
の
『
歴
史
を
歩
く
』
で
お
な
じ
み
の
内

村
埋
蔵
文
化
財
専
門
員
に
よ
る
、
く
に
の

松
原
付
近
で
出
土
し
た
沢
目
遺
跡
の
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

を
使
わ
な
い
原
始
的
な
方
法
で
火
を
お
こ

し
て
か
ら
夕
食
作
り
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。

水
分
補
給
の
重
要
性

　

人
間
の
体
は
約
60
％
が
水
分
で
で
き

て
い
ま
す
。
体
の
水
分
は
、
全
身
を
め

ぐ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
い

て
、大
き
く
３
つ
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

①
運
搬
…
全
身
く
ま
な
く
流
れ
る
血
液

の
お
よ
そ
８
割
は
水
分
で
す
。
血
液
中

の
水
分
に
栄
養
素
が
溶
け
る
こ
と
で
全

身
に
栄
養
を
運
び
ま
す
。

　

体
内
の
水
分
が
足
り
な
い
と
血
液
の

水
分
も
不
足
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
〝
ド

ロ
ド
ロ
血
液
〞
に
な
り
ま
す
。
血
液
の

流
れ
も
悪
く
な
り
ま
す
か
ら
、
体
内
に

十
分
な
栄
養
が
行
き
渡
り
ま
せ
ん
。

②
排
出
…
生
活
活
動
や
運
動
活
動
に

よ
っ
て
、
老
廃
物
も
血
液
中
に
溶
け
て

流
れ
ま
す
。
血
液
に
溶
け
て
運
ば
れ
た

老
廃
物
は
腎
臓
で
血
液
か
ら
取
り
出
さ

れ
、
尿
と
一
緒
に
体
の
外
に
出
ま
す
。

水
分
が
不
足
す
る
と
、
老
廃
物
を
腎
臓

へ
運
ぶ
血
液
の
力
も
弱
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
尿
も
水
で
す
の
で
老
廃
物
を
体

の
外
に
出
し
き
れ
ず
溜
ま
っ
て
い
き
ま

す
。

③
体
温
調
節
…
水
は
、「
温
め
に
く
く
、

冷
め
に
く
い
」
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て

い
ま
す
。
体
の
約
60
％
は
水
分
で
す
か

ら
、
気
温
が
変
化
し
て
も
体
温
は
す
ぐ

に
変
化
せ
ず
、
36
度
か
ら
37
度
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
保
温
効
果
と
、

水
が
蒸
発
す
る
際
に
周
り
の
温
度
を
奪

う
性
質
を
利
用
し
た
発
汗
作
用
で
、
人

間
の
体
は
体
温
調
節
を
し
て
い
ま
す
。

　

水
分
が
不
足
す
る
と
保
温
効
果
も
発

汗
作
用
も
弱
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま

す
。

　
「
の
ど
が
渇
い
た
な
。」
と
思
っ
た
と

き
に
は
、
す
で
に
体
内
の
水
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
注
意
信
号
で
す
。
渇
き

を
感
じ
る
前
に
、
水
分
を
補
給
す
る
よ

う
に
心
が
け
た
い
で
す
ね
。

日
常
時
の
水
分
補
給
の
目
安

　

１
日
、
８
０
０
㏄
〜
１
２
０
０
㏄
の

水
分
を
就
寝
や
起
床
時
、
入
浴
の
前

中
後
、
食
事
に
分
け
て
摂
取
し
て
く
だ

さ
い
。
水
分
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

も
よ
い
で
す
が
、
清
涼
飲
料
水
や
ア
ル

コ
ー
ル
類
は
、
量
に
注
意
し
て
飲
む
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。
自
分
に

あ
っ
た
飲
み
方
、
飲
み
物
、
温
度
な
ど

を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献

　

㈶
日
本
体
育
協
会

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
熱
中
症
予
防
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

２
日
目
は
、
プ
ー
ル
で
カ
ヌ
ー
体
験
。

１
日
目
に
自
分
達
で
作
っ
た
水
鉄
砲
を
使

い
、
み
ん
な
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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『野方・立小野校区安全パトロール隊』
　平成17年に野方小学校・立小野小学校・大崎第
一中学校のＰＴＡ役員や校長・教頭先生で結成さ
れた『野方・立小野校区安全パトロール隊』の皆
さんが，５月25日㈰に，国道269号沿いにある“有
害図書販売所”周辺の藪

やぶ

払いを行いました。
　この場所は通行者などの格好の休憩場所と
なっており「藪が生い茂っている場所にゴミが捨
てられて大変困っている。また，藪が死角となり，
児童が犯罪に巻き込まれるのではないか。」とい
う心配の声があがっていました。そこで，パト
ロールの皆さんから「なんとかせんないかん！」
という声があがり，重機を駆使しながら美化作業
が行われました。作業後は，すっかり見通しのよ
い場所に様変わりしました。

『災害時救援物資提供に関する協定調印式！』
　６月25日㈬，役場応接室にて『災害時救援物
資提供に関する協定調印式』が行われました。
これを受けて，町内の３箇所（大丸運動公園・
菱田改善センター・野方活性化センター）に災
害対応型自動販売機が設置され，災害が起きた
ときに機内在庫の商品を無償で提供することが
できるようになりました。
　大崎町と協定を結んだのは，南九州コカ・コー
ラボトリング株式会社で，全国39の自治体と協
定を結び，そのうち鹿児島県内で５番目の協定
となりました。
　この災害対応型自動販売機が，通常の自動販
売機としてだけで使用されることを願ってやみ
ません。

『立小野小学校が日曜参観で田植え！』
　６月８日㈰，立小野小学校の児童７人が，日
曜参観の総合的な学習を利用して，地域住民や
保護者10人の方々と一緒になって『田植え』を
行いました。
　田んぼを提供してくださった西池隆さん（立
小野上集落）らの指導のもと一列に並んで苗箱
６箱分の苗を植え付けました。当日はあいにく
の小雨模様でしたが，全員裸足で元気よく田ん
ぼに入り，声を掛け合いながら楽しいひととき
を過ごしていました。米澤敬昭校長は「子ども
達も年々手植えが上手になり，もっと植えたい
様子でした。いいもち米を収穫して，最後の卒
業式で祝もちとして参加者に配りたいと思いま
す。」と話されていました。
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『めだかの学校が開校！』
　『農地・水・環境保全向上対策』の一環で，
本町の“上永吉地区みどり会”が６月８日㈰
に『めだかの学校』を開校しました。
　『めだかの学校』は，様々な理由によって
減ってしまった上永吉地区に生息するメダカ
を採取し，室内の管理の行き届いた場所で育
て，ふ化したメダカの稚魚を放流し，地域全
体のメダカの量を増やし，地域本来の豊かな
生態系の保全を図ることを目的として開校さ
れました。
　当日はあいにくの雨の中，地域内の子ども
会の児童27人とその保護者21人の計48人が参加しました。メダカの採取は雨により水路の水かさが
上がり採取できず，事前に採取したメダカを1家庭にオス・メス１匹を配布。開校式の後には近く
の水路で魚釣りも行われ，子ども達の楽しそうな声が響いていました。

『全国大会への切符をかけて』
　６月14日㈯，大崎町ビーチスポーツ専用競技
場（大丸グラウンド前）において，鹿児島県ビー
チバレージュニア男女選手権大会が開催され，
県内の高校から38チームが全国大会への切符を
かけて熱戦を繰り広げました。
　ときおり小雨の降るなか，男子は鹿屋工業高
校が４年ぶり３回目，女子は志布志高校が２年
連続２回目の全国大会出場を決めました。
　女子は，大崎中学校出身の志布志高校２年丸
目祐さん（写真左）のペアが優勝し，「まだ信
じられません。決勝戦は楽しくプレーしようと
臨みました。」と話していました。
　全国大会での活躍を期待します。

『中沖分館グラウンド完成！』
　６月１日㈰，中沖公民館横に一面芝生のグラ
ウンドが完成したことを記念し，グラウンドゴ
ルフ大会が行われ，地域住民約150人が参加し
ました。
　3,500㎡にもおよぶ“緑のじゅうたん”は，
太陽の光をいっぱい浴びて伸び伸びとしていま
した。参加者もきれいなグラウンドでのプレー
に大変満足している様子で，終日，笑い声が響
いていました。
　これから様々な行事が開催されるであろう
『中沖分館運動場』。地域住民の憩いの広場とし
て活躍してくれそうです。
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　『囲碁大会で全国大会出場！』
　６月14日㈯，鹿児島市の愛碁本部道場で『第29回南日本少年少女囲碁大会』が行われ，小学生の
部で津曲健太郎君（大崎小学校６年）が見事優勝し，８月に東京都の日本棋院で行われる『文部科
学大臣杯全国少年少女囲碁大会』への出場を決めた。
　津曲君に囲碁を始めたきっかけを聞
くと「小学２年生のときに，従兄弟と
囲碁の勝負をして負けたことがとても
悔しくて，強くなりたいと思って習い
始めました。」と，優しい顔に似合わ
ず負けん気の強いこたえが返ってき
た。次に，今回の優勝を一番喜んだの
は誰かと尋ねると「１番は自分で，２
番は囲碁の練習に毎回送り迎えをして
くれているお母さん（写真左から３人
目）。」と，笑顔でこたえてくれた。

『大崎中女子バレー部が念願の初制覇！』
　６月７日から９日までの３日間，桜島総合体
育館で行われた『第33回県下中学校バレーボー
ル大会』で，大崎中学校女子バレーボール部が
１回戦から決勝戦まで１セットも落とさないス
トレート勝ちで完全優勝！県大会初制覇を達成
しました。
　主将の枦山早紀さんは「みんながひとつに
なって，とても楽しいバレーができました。」
と笑顔でこたえてくれました。顧問の田代裕久
先生は「生徒達が毎日の厳しい練習に耐えてつ
いてきてくれました。試合では生徒と一緒に
なってガッツポーズをしていました。」と，照
れくさそうに話していました。県大会初制覇，
本当におめでとうございました。

『まだまだ若いもんには負けん！』
　６月26日㈭，東京都の文京シビックセンター
で行われた平成20年度全国シルバー人材セン
ター定期総会において，大崎町シルバー人材セ
ンターが，会員に登録されている人の就業率が
高いこと（７年連続100％）や，仕事中の事故・
ケガなどによる長期治療を要する事故が極めて
少ないこと（６月30日現在，944日無事故無災
害記録継続中）などが高い評価を受け，全国表
彰を受けました。
　大崎町シルバー人材センターでは現在，約
240名の会員が若者に負けじと元気に働いてい
ます。最高年齢は87歳の方もいらっしゃいます。
ぜひ，あなたも，その有り余るパワーをシルバー
人材センターで生かしてみませんか？
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◆
試
験
区
分

･
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）　

　
　

鹿
児
島
県
志
望
・
・
・
・
42
名

･
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）　

　
　

鹿
児
島
県
志
望
の
み
・
・
５
名

･
警
察
官
Ｂ
（
武
道
）　

　
　

鹿
児
島
県
志
望
の
み
・
・
２
名

◆
鹿
児
島
県
志
望
者
の
受
験
資
格
等

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

警
察
官
Ｂ（
武
道
）は
、柔
道
２
段（
高

校
を
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
は
初
段
）
以
上
、
ま
た

は
剣
道
２
段
以
上
の
男
性
で
あ
る
こ

と
。

◆
第
１
次
試
験

･
試　
験　
日

　

平
成
20
年
９
月
21
日
㈰

･
試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
検

査
、
実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

･
試　
験　
地

　

鹿
児
島
市
会
場
、
鹿
屋
市
会
場

　

※
武
道
は
鹿
児
島
市
会
場
の
み

◆
採
用
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配

布
場
所

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
（
警

察
庁
舎
３
階
）
ま
た
は
志
布
志
警
察

署
な
ど

※
郵
送
に
よ
る
配
付
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
郵
送
希
望
者
は
次
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
受
け
付
け　

　

８
月
６
日
㈬
〜
８
月
22
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
22
日
㈮
ま
で

の
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

℡
０
９
９
‐
２
０
６
‐
０
１
１
０

　
　
　
　
　
（ 

内 

線
：
２
６
３
６
）

　

℡
０
９
９
‐
２
０
６
‐
２
２
２
０

警
察
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL

　

http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.
jp/police/

志
布
志
警
察
署
警
務
課

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
０
１
１
０

　

曽
於
地
区
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
の

人
か
ら
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
、

権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
援
助

（
相
談
支
援
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
、
日
常
生
活
で

の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
、
就
労
に

つ
い
て
の
相
談
支
援
な
ど
、
来
所
や

電
話
で
の
相
談
の
ほ
か
訪
問
に
よ
る

相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
と
お
り
毎
月
第
２
・

第
４
水
曜
日
の
午
前
中
（
10
：
00
〜
）

は
、
大
崎
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
ご
予
約
の

う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

曽
於
地
区
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー（
志
布
志
市
役
所
志
布
志
支
所
）

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
２
）

　

平
成
20
年
６
月
19
日
か
ら
、
改
正

道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
て
自
転
車

の
通
行
等
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

◆
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
に
関
す

る
規
定  

▼
歩
道
通
行
が
で
き
る
の
は
？　

 

①
道
路
標
識
等
で
指
定
さ
れ
た
場
合 

②
運
転
者
が
児
童
、
幼
児
等
の
場
合 

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
見

て
や
む
を
え
な
い
場
合  

※
た
だ
し
、
警
察
官
や
交
通
巡
視
員

が
、
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
指
示
し

た
と
き
は
、
歩
道
を
自
転
車
に
乗
っ

て
通
行
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。  

▼
歩
行
者
も
「
普
通
自
転
車
通
行
指

定
部
分
」
を
で
き
る
だ
け
避
け
て
通

行
す
る
努
力
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

◆
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
関
す
る
規

定  

　

児
童
・
幼
児
（
13
歳
未
満
の
人
）

を
保
護
す
る
責
任
の
あ
る
者
は
、
児

童
・
幼
児
を
自
転
車
に
乗
車
さ
せ
る

と
き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
ら
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

志
布
志
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
９
‐
４
７
２
‐
４
５
０
７

情
報
告
知
板

鹿
児
島
県
警
察
官

　

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

曽
於
地
区
障
害
者
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
巡
回

　
　
　
　

相
談
に
つ
い
て

自
転
車
の
通
行
等
に

　

関
す
る
ル
ー
ル
ー
が

　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

広告

広告
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平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
『
鹿
児

島
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
』

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
道
２
２
０
号
と

国
道
２
６
９
号
沿
い
に
屋
外
広
告
物

を
掲
示
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ

の
許
可
申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
今

回
、
県
の
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
良

好
な
景
観
を
維
持
す
る
た
め
に
、
大

崎
町
全
域
が
屋
外
広
告
物
を
掲
示
す

る
際
、
許
可
申
請
を
要
す
る
地
域
と

さ
れ
ま
し
た
（
現
在
掲
示
し
て
あ
る

も
の
は
、
許
可
申
請
が
３
年
間
猶
予

さ
れ
ま
す
）。

　

た
だ
し
、
自
分
の
住
所
等
に
自
分

の
事
業
の
内
容
等
を
掲
示
す
る
場
合

（
10
㎡
以
内
）、
許
可
申
請
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
屋
外
広
告
物
の
形
状
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
許
可
申
請
手
数
料
が

必
要
で
す
。　

　

許
可
申
請
は
、
大
崎
町
建
設
課
で

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点

は
、
建
設
課
管
理
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
崎
町
役
場
建
設
課

　

℡
４
７
６
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
）

　

社
団
法
人
新
大
隅
青
年
会
議
所

は
、『
明
る
い
豊
か
な
社
会
』
の
実

現
を
理
想
と
し
、
次
代
の
担
い
手
と

な
る
責
任
感
を
も
っ
た
20
歳
か
ら
40

歳
ま
で
の
志
布
志
市
・
大
崎
町
エ
リ

ア
に
住
む
青
年
経
済
人
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
ひ
と
づ
く

り
の
団
体
で
す
。

　

こ
の
度
、
新
大
隅
青
年
会
議
所
創

立
30
周
年
を
記
念
し
、
大
隅
青
少
年

サ
ミ
ッ
ト
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
）
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

幼
い
頃
か
ら
身
体
的
な
ハ
ン
デ
ィ
を

背
負
い
な
が
ら
も
圧
倒
的
な
歌
唱
力

と
演
奏
力
で
日
本
中
に
感
動
を
あ
た

え
て
い
る
木
下
航
志
さ
ん
に
よ
る
ラ

イ
ブ
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

入
場
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

入
場
で
き
ま
す
。
ご
家
族
・
ご
近
所

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

　

平
成
20
年
８
月
３
日
㈰

　
　

開
場
：
14
：
00
〜

【
場　

所
】

　

志
布
志
市
文
化
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

㈳
新
大
隅
青
年
会
議
所

　

℡
０
９
９
‐
４
７
３
‐
２
３
７
８

●
法
定
検
査
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
法
で
は
適
正
な
使
用
、
保

守
点
検
、
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
、
ま
た
、
き
れ
い
な
水
が
放

流
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法
定

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
は
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関

で
あ
る
㈶
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン

タ
ー
の
検
査
員
が
事
前
に
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
た
検
査
日
に
お
伺
い
し
、
現

場
で
の
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を

持
ち
帰
っ
て
水
質
検
査
を
行
い
ま

す
。（
契
約
し
て
い
る
保
守
点
検
業

者
が
行
う
保
守
点
検
と
は
別
の
検
査

で
す
。）

　

こ
れ
ま
で
11
人
槽
以
上
と
官
公
署

の
浄
化
槽
が
検
査
対
象
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
５
〜

10
人
槽
の
家
庭
用
浄
化
槽
も
検
査
の

対
象
と
し
、
今
年
度
に
お
い
て
も
昨

年
度
に
使
用
開
始
検
査
を
し
た
浄
化

槽
と
、
こ
れ
ま
で
定
期
検
査
を
受
け

て
い
な
い
浄
化
槽
に
つ
い
て
順
次
検

査
を
行
う
事
と
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
検
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
の
う
え
、
受
検
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
崎
町
役
場
水
道
課
下
水
道
係

　

℡
０
９
９
‐
４
７
６
‐
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
５
）

屋
外
広
告
物
を

　

設
置
す
る
場
合

　

許
可
申
請
が
必
要
で
す

お
知
ら
せ

浄
化
槽
の
定
期
検
査

受
検
の
お
願
い

㈳
新
大
隅
青
年
会
議
所

　
　

30
周
年
記
念
事
業

『
僕
た
ち
の
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
』

お知らせ

広告

広告
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